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 令和６年度庁議報告事項 

 第１５回庁議（２０２４年１１月５日）まちづくり推進部中野駅周辺まちづくり課 

                           

 

【件名】中野駅新北口駅前地区における基盤整備の進捗状況について 

 

【要旨】(目的・内容・対象・時期・今後の方向等） 

中野駅新北口駅前地区で整備するペデストリアンデッキ及び駅前広場等の基盤施設に

ついては、独立行政法人都市再生機構（以下「ＵＲ都市機構」という。）、東日本旅客鉄道

株式会社（以下「ＪＲ東日本」という。）及び囲町東地区市街地再開発組合への委託によ

り、今年度から随時、工事に着手している。 

今回、これらの基盤施設の整備に係る進捗状況について以下のとおり報告する。 

 

 

１．ペデストリアンデッキ等の協定事業について 

ＪＲ東日本との協定事業で工事を施行するペデストリアンデッキ（エントランスデ

ッキ等、図中の緑着色部）のうち、桁製作等については、先行して７月３日に協定を締

結し、後続となる本体工事等については、１０月２２日に協定を締結した。 

また、四季の都市方面デッキ等の駅前広場の工事については、実施設計に続きＵＲ都

市機構との協定に基づき委託し、当該工事のうち四季の都市方面デッキ部（図中の紫着

色部）に関する桁製作等については、１０月２２日に協定を締結した。なお、後続とな

る上屋や昇降設備等の工事については、令和７年４月に協定の締結を予定している。 

 

協定事業範囲図 
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２．旧区役所・中野サンプラザ前のバス停の再配置について 

  ペデストリアンデッキ整備のため、仮設バス停整備に先立ち、現北口バスロータリー

内のバス停（２か所）を旧区役所・中野サンプラザ前の道路上に再配置する。再配置に

ついては、１１月中旬から工事に着手し、令和７年１月１６日より別紙「系統別バス乗

車場配置計画図」のとおり乗車場の配置変更を行い、運用を開始する予定である。 

 

 

３．今後の予定 

令和６年度  旧区役所低層棟解体、仮設バス停整備工事 

        旧中野税務署解体、仮設通路整備 

        ペデストリアンデッキ工事着手 

令和７年度  旧中野税務署跡地インフラ移設工事、仮設バス停運用開始 

        仮設通路供用開始 

令和８年度  中野駅西口改札開業 

ペデストリアンデッキ工事完了（一部を除く）・供用開始 

令和１１年度 中野駅新北口交通広場供用開始 

 

 


